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秋田県横手地区重力探査報告

・松　田　　武雄瀞

R6sum奄

Gmvity’S皿vey　at　Yokote　Distriet，Akita　Prefeeturc

by

Takeo　Matsudα

　　This　is　a　report　of　gravity　survey　at　so－called“Yokote　Basin”，Akita　Prefecture．With

the　isogal　map，、the　results　of　the　studies　are　summerized　as　fol1Qws；

　　　1，　The　distribution　of　gravity　anomalies　in　this　district　is　rather　cdmplex　if　co血pared

　with　those　in　another　district．

　　　2，Yokote　basin　niay　be　divided　into　two　basin－Iike　structures　by　a　lihe　ab6ut　E－W

　through　Kanazawa　town．

1．　緒
口

　本調査は昭和29年6月17日から同年7月15日に至

る29日間にわたり行われたもので，調査範囲はいわゆ

る横手盆地の全般およびその隣接地域である。

　本調査には筆者のほかに重力測定を小川健三技官が，、

器械の運搬を深谷栄治がそれぞれ担当しア；。

　調査にあたり種々便宜を与えられた秋田県庁および横

手市役所の各位に謝意を表するる

2．位置および交通失

　調査地域はいわゆる横手盆地わよびその隣接地域であ

つて，北は仙北郡西明寺村漏野，東は雄勝郡東成瀬村田

子内，南は同郡秋の宮村桑沢，西は由利郡下郷村老方を

それぞれの境とする地域で面積約1，800km2である。

　本地域には国鉄奥羽本線・生保内線・横黒線を始め私

鉄羽後交通線等が走り，道路網もまたよく発達し，おも

な道路には乗合自動車の便がある。

側奥羽山脈は栗駒山（海抜1，628m）》南側は虎毛山，

（海抜1，433m）をそれぞれ最高とするいずれも1，000

m前後の山地をなしている。また西側出羽丘陵は八塩山

（海抜713m）を最高として丘陵地形を示している。

　横手盆地は大部分が第四系の砂礫によつて覆オ）れてい

るが，仙北郡角館町附近には主として第三紀の安山宕類

および新第三系下部からなる比高100m程度の丘陵があ・

り，また同郡金沢町西方および横手市南西方にも新第三．

系下部からなる比高40～80mの丘陵がみられる。

　横手盆地周辺の地質はすべて新第三系中新統の船川・

女川・台島の各層と，一部これらを貫ぬく火成岩類（安

山岩・花闘岩および右英粗面岩を主とする）からなり，

た買大曲市の東方守屋村には鮮新世の鷹の巣層が局部的

に分布している。

　本地域内およびその周辺には火成岩類が各所に分布

し，吉野銅山・院内銀山皆始め多くの鉱山が開発きれて

いる。

　河川のおもなものは雄物川およびその支流の玉川であ

つて，両者は大曲市附近で合流して日本海に注いでいる。

3．地形および地質

　調査地は，その南部および南西部の一部が主として第

三系からなる海抜100～500mの低い山地になつている

ほかは，大部分が奥羽山脈と出羽丘陵の間に挾まれた標

高25～70m，南北50km，・東西約10k血の横手盆地で

ある。周辺の山地は，北側は駒ケ嶽（海抜1，637m），東

＊物理探査部

4．調査目的

　本調査の目的は本地域全般の重力分布の状況を明らか

にして，地質構造推定に必要な資料をうることであ、る。

．ノ 5．調査方法

ノース・アメリカン地球物理会社製の重力計AGI408
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によつて重力の比較測定を行つた。測点には主として水

準点・三角点・整立標高点・鉄道線」地形図等から標高

を求めうる点を選定した。

6．調査結果

6．1測定結果．

　測定数は233点で，そのほかに帝国石油株式会社が山

形県新庄地区で行つた重力探査，および筆者が昭和26年

5月に，秋田県本荘地区で佃本鉱業株式会社からの受託

調査として行つた重力探査の結果と，測定値の連絡をは、

かるために，両調査のときの測定のときの測点のうち合’

計4点を再測した己

　先に述べた山形県新庄地区重力探査のうち¢）1点であ

る同県北村山郡金山町における観測値56．9mga1を基準

とした各測点での観測値かち，器械のDrift，、天体から

の影響等を除去した測定値，および高度・緯度g地形の

各補正値ならびにそれによつて得られた全補正済値を第

ユ表秋田県横手地区重力探査測定結果表として示し．てあ

る。また第1図秋田県横手地区等重力線図に測点の位置

および番号，ならびに全補正済値から得られた重力分布

を一5mgalごとの等重力線で示してある。

　6．2、補正方法

　各種の補正の方法については，従来の報告書に述べら

れたものと全く同一であるのでこ㌧には省略する。

　6．3等重力線図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　え　第1図の等重力線図にみられるように，本地区の重力

分布は全般的にかなり錯雑していること，および横手盆

地は仙北郡金沢町を通るほy東西の線を境として，重力

分布のうえで南北2っの区域に大別できることが認めら

れる。

　きらに重力分布の細部について述べると，仙北郡角館

町附近に高重力域がみられ，周辺の重力値より 約16

血ga1大きくなつている。Pこの高重力域の南端からきら

に南外延びている帯状の高重力域は，その値を漸次減少

、しつつ測点番号144（仙北郡横掘村横掘）と測点番号187

　（仙北郡四屋村高瀬上郷）の中間を通り，測点番号137

　（仙北郡畑屋村上野田）を経て，測点番号216（仙北郡

畑屋村畑屋）において極小値を示し，この地点から重力

値は逐次増加しつつ仙北郡金沢町西方の高重力域に達し

ている。

　仙北郡六郷町の北方にみられる低重力域は，附近の重

力値に比較すると最大約10mga1小きくなつていて，上

に述べた帯状の高重力域によつて東西2っの部分に分け

られている。

　平鹿郡角間川町の南西方にみられる高重力域は，附近
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地質調査所月報（第6巻第9号）

の重力値より最大約15mga1大きく，金沢町南西方の高

重力域とともに，重力分布のうえで横手盆地を南北2っ

の区域に分けている。

　横手市西方にみられる低重力域は，周辺の重力値より・

最大約10mga1小さく，横手盆地の南半の大部分を占め・

その南端は雄勝郡川連町まで達、している。

　測点番号232（由利郡玉来村境）の北から測点番号27

（雄勝郡西音馬内村七曲峠）の西方に達するほダ南北方

向の高重力域がみられるが，調査地域の西端にあたつて、

いるため細部については未詳である。

　測点番号51（平鹿郡里早村桑木〉から測点番弓49（暢、

沢市東方）の南東方にまで達するNNW－SSE方向の

高重力域がみ今れ，測点番号38（雄勝郡　天餐角間）附

近で極大値を示し，附近の重力値より約5mgd大きく

なつている。　　　・

　測点番号16（雄勝郡稲庭町宇留院内峠）脅中心とする

地区に附近の重力値まり約71hgal大きい高重力域がみ

られる。、

　雄勝郡横掘町附近を中心とする低重力域については，

葎地域の南端にあたつて褐ため・・細騨つし）律未

詳である。　　　　　　　　　　　　　1　　　派’

，7．　調査結果に対する考察

　角館町附近の高重力域は附近にみられる安山岩類や新

三系下部のよう塗比較的比重の大きい地層の影響と思わ

れる。

　六郷町附近を通る，ほ買南北方向の高重力域について

・は，その大部分が沖積層に覆われているので地質構造と

の対比は困難であるが，重力異常値が極小値を示してい

る六郷町附近の西方に新第三紀最上部の鷹の巣層がみら』

れるので，この高重力域の下には含油層である由利統・

男鹿島統等の存在が期待きれ，将来きらに細部の構造を

把握するために，地震探査その他の調査を実施すること

が望ましい。

　六郷町北方および横手市西方の低重力域は，いずれも

新第三系上部や第四系の比重の小きい砕屑堆積層が厚く・

．発達していて，盆地状構造をなしているものと考えられ

る。金沢町西方の高重力域にっいては，附近の丘陵にみ

られるような新第三系下部（台島層および演六層）が，

地表近くに存在するためであろう。『

　角間川町南西方の高重力域は，上に述べた金沢町西方

の高重力域と同様に，新第三系　部が地表に近い所に存

在しているためと思われる。　　　ノ

　由利郡・平鹿郡の郡境附近および稲庭町南西方の高重

・力域は，附近にみられる第三紀の安山岩類のような比重

の大きな地層の影響であろう。

　湯沢市北方附潭硯高重力輔は・その南部にみられるよ

うな新第三系下部がさらに北西に延び，地表近くに伏在

しているためであろう、。

　．宇留院内峠附近の高重力域は，附近にみられる石英粗

面岩のような比重の犬き9岩層の罪響で卒ろう固・、

灘鰍近砺動廓つい餌ラ、調査地傭弊あ

勧詳繊起雌で壁帆附進鮮新縦部髄ら
れ多こど等からず恥塒⑫牌の小さ噛即厚く
なつているためで獄ないかと考え「ぢれ畜。、．

・8．』結 論

　今回の調査によってこの坤域におげる重力分布の概要

を明らかにすることができた。その結果この地域の重力

分布は，いままでに調査した他の地区に比較して，かな

り錯雑していること，また全般的にみてζの地域が金沢

町を通るほ買東西の線を境として，2っの盆地状構造に

分か魁ているかも知れないこと等が明らかになつた。ま

た重力異常のう・ち，六郷町附近のほy南北方向の高重力

域については，さらにその細部構造を把握するために地

震探査その他の調査を実施することが望ましい。

　　　　　　　　　　　（昭和29年5乍7月調査＞

＼
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　　秋田県横手地区重力探査報告（松田武雄）

第
． 1表秋》田県横手地区重力探査結果表．

測点　高度！測定位

番号
　　　m　mgal
　1　◎7．2103。．4

　2107．0101．2
　3103．一101，4
　4　　112．一　　97．7

5F122〆♀89・7
　6　　136．6　　80。9

　7151．570．9
　8160．270，6
　9188．662．6
10　　216．1　　64．3

11　　264．一　　61．8

12185．一70，5
13　　209．一　　168．8

14　234。一　68．9
15　　170．一　　70，2

16288．÷62，6
17　　245．一　　52，2

18　　177．一・　86，4

19　　86．白109．7
20　　100，一　112，．3

21　83．2108．9
22　　　85．5　109。1L

23　　　78．8　108，2

24　　74．一　114．2’
2
5
　
　
　 68．．3　116．4

26　　　77．0　1i7．1
27　　308。一　　71．0

28　84．8115．0
29　　　61．一　118．2

30　　　53，一　120．9

31　『61．一　118．2

32　　　59，一　121．7

33　　　72．一　116．7

34　　　78．一　115。4

35　　83．2106。8

36　　　87．7　110，1・

37　　　86，7　109』1．

38　　　70．一　120。8

39　100．一102．2
40　100。7103．1

41　　114．一　100．8
42　　176．＿　　95．1

43　　110．一　　97．3

44　　137．一　　92．2

45　　142．一　　91．8

46　　148．一　　90．5

47　　140．一　　90．9

48　　191，一　　82．7

49　　118，一　101，1
50　　　60．一　122，7

51L55．一125．8
52　　　50．一　124．0

、53　　　49，一　122．9

54　　　54．一　121．8

55　45．6123，3

56　　　46，一　121．8

57　　　50．一　117．6

58、48．一117』4
59　　　53．一　117．3

60　　　58．8　115．7

緯度
補正値
mga1

腐　度1地　形全補正1
補正値補正値済　値備　考
mga1

16．4
17．9
19．3

’20，8

22．3

23，5
24』6
25．2
25．2
26．4

27。7
27，3
29．0
30．8
23．8

22．1
’24．4

20，2
16，3
16．6

i5，2

14，4
13．8
14．0
12．3『

12．2
12．7
12．3
10。5

　8．3

　9．8
　8．4
　9．0
10．3
ユ0，2

11．7
13．0
11．2
11．5
10．1

10，5
13．4
13。5
15．8
17．0

18．4
16．9
16．0
15．4

　7．5

　6．1
　6．2
　5，1
　5．5

・3．7

　3．2
　2．9
　3．2
　．4，3

　6．0

mga1・

21，9
24．1
23，2

・25。2

27．6

30．7
34．1
36．0
42．4・

48．6
、59．4

・41．6

47．・0

52。6
38．2

64．8
55．1
39．8
19，3
22，5

18．7
．19．2

17．7
16．6
15．4，

17．3
69．3
19．1
13．7
11．gr

13。7
13．3
16．2
17。、5

18．7

19．7
19．5
15．7
22．5
22。7

25．6
39．6
24。7
30．8
31．9

33．3
31．5
43．0
26．5
13．5

12．4
11．3
11．0
12．1
10．・3

10．4
11．3
10．8
11．9
13，2

0．9・

1．1

1，4

1，4

1．2

1．2

1．3

1．7

1．5

2．6．

3．9

2．1

2．7

3．5
1．6・

2，3－

1，3

1．7

0．7
0．7－

0，6』

0．7
0．．5

0？5

0．4

0．4

1．3

0．4

、0．3

0．3

0．3

0．3

0．3

0，3

0．4

．0．5

0。6

0．4

0．5

0．5

0．7

1．8

0．6

1．2

1．1

1．0

0．7

1．5

1．2

0．3

0．3－

0．3

0．4

0、2

0．3

0．3

0．2

0．3

0．3

0．3

mgal

142．6

144，3

145．3

145．1

140．8

136．3

130．9
133，5

131．7

141．9

152．8
，141。5

147．5

155．8
133．8

151．8
133．0

148．1

146．0

152．1

143．4
143．41

140．2
14513
144．5

147．0
154．3

146．8
142．7

141．4

142．0

143．7

142．2

143．5

136．1

142．0

142．2
148．1高度は等高
　　線による』136．7同上
136．4

137．61

149。9
136．1

140，0

141。8

143。2

140，0同上
143．2

144．2

144，0同上

144．6同上
141．8
139，4

139．6
137．6

135．7

132．0

131．7
133．8
135．2

測点
番号

高度

m
61

62』
63
64
65

66
67
68
69
70

71
72
73
74
75

76
77
78

・79

80

81
82
83
84
85

86
87
88
89
90

　91
　92
　93
　94
　95

　96
　97
’98

　99
100

101
102

．103
104
105

106
107
108
109
110

111
112
113
114
115

116
117
，118
119
120

測定値輸鶴議
mga1

75．一

86．2
81．4
88．8
88．4

76．6
66，一

77．3
89．1

134。一

124。2

96．0
58．一

『
5
5
． 一

65．一

73．一

51．一

45，一

43．一

44．一

45．一

53．一

56．7
72．7
74．3

8α3
61．5
57．6
69．一

100．一

75，一

49，7
35．一

31．一

37．一

40．一

51．一

37．一

45．8
49．一

34．一

30．一

30．一

32．一

35．一

38．』

40．一

39．一

38．8
35．一

39．1
33。一

35．一

28．一

27．一

125．一

24．一

23．一

26．一
26．4

mga1

108．5

103．4

105．8

110．2
114，1．

118．3
121．6

122．4

121．6

113．3

116，8
120，．5

117．0
110．6

109．8

108．0

113．5
1ユ7．4

121．7
120．1

119．7

124．3

124．6
123．4

122．0

124．6
127．1

126．2
127．2』

112．6

117．7
129．3

129．4

130．9
131．7－

136．6

130．4
133．2

134．0
123．4

140．6

140．3
145．4

141．3

129．5

125．6

131．3

134．4

148．4

138．4

137．2
145．3

145．2
144．1

141．9

138．0

139．5

142．3

140．4
137．2

mgal

8．1

8，9

7．4

6．1

4．7

3，4

2．5

3．0

4．1

4．7

3．5

4．5

3，1

4．9

・6．4

7．3

3．0

1．8

1．2

0．4

0．3

0．6

1，1

－0．4

－2．0

－3．5

－4，9

－6．2

－5．7

－7．0

－7．4

乙7，5

－6．4

－5．4

－5．6

－4．5

－4．3

－3．2

－2．5

－0．6

－3．2

－5．0

－5．7

－3．7

－2．1

－0．7

1，3

2．0

1。0

－1．3

－O．2

－2ほ
一4．7

－7．0

－7．4

一8，9
－10．2

－11．4

－11，0

－9，5

地形
補正値
mgal

16．9
19．4
18．3
20。0
19．9

17．2
14．＄

17．4
20，0
30，1

27，9
21。6
13．0
12．4
14，6

16。4
11．5
10．1．

9．7

　9，9

10．1
11．9
12，8
16．4
16．7

18．1
13．8
13．0
15．5

．22．5

16．9
11．2
7．9

7．0

8．3

9．0

11．5
8．3

10。3
11．0

7．7

6．81
6，8

7．2

7．9

8．6

9．0

8．8

8．7

7．9

8．8

7．4
．7．9

6．3

6．1

5．6

5．4

5。2

5．9

5，9

0．3

0．4

0．4

0．6

0．6

0，7

0，8

1．3

1．1

2．1

1．6

1．0

0。4

0．3

0，3

0．3

0．3

0．3

0．3

0．3

0，4

0．5

1，3

0．6

0．7

0．9

0．7

0．5

1．3

1．8

0．7

0．5

0，4

0．4

0．4

0．5

0．6

0．4

0．5

0．4

0．3

0．3

0．3

0．3

0』3

0．3

0，3

0．3

0．3

0．3

0。3

0．4

0．3

0．3

0．3

0．3

0．5

0．5

0，3

0．3

全補正

済値
mgal 備考

133．8

132．1

131．9

136．9
139．3

139．6

139．7
144．1

146．8
ユ50．2

149。8

147．6

133，5
128．2
131．1

132．0
128．．3

129．6

132．9
130、7

130．5

137．3

139．8
140．0
137，4

140．1

136．7
133．5

138。3

129．9

127．9

133．5
131．3

132．9

134．8

141．6

138．2

138．7
142．3
134．2

高度は等高
線による

145．4

142．4
146，8
152．2
147．4

137．7
136．2
142．4
144．4

145．3

146．1

151．0
148．7
143．7

140．9

135．0
ユ35．2

136．6
136．6
133、9

同上

同上

同上

同上

同上

同上’

同上

同
，

上

51一（549）



地質調査所月報（第6巻第9『号）

　　測点
／

　　番号

421
122
123
124
125

126
127
128
129
130

131
132
133
134
135

136
137
138
139
140

141
142
143
144
145

146
147
148
149
150

151
152
153
154
155

高度

m

測定値鶴藷

mgal mga1

30．←・’129．0　　－8．7

132二4　130．1　　－7．5

27。6　135．6　　－7．7

26．4　140．5　　－8．7

40．一　124．8　　－0．8

49．一

70．一

85。一

100。一

105。一

124．8　－　9．5

122．3
123．3

121，0
121．5

112．2111．9
85．一　128．8

66．一　138．7

65．一　135．6

66，一　130．8

50．一

36．一

29．一

27、一

29．一

40．一

50．一

50．一

37．一

48，一

131．6

132．7
133．0

134．2
139．7

141，7

135．2
138．3

145．8

142．8

40．一　147．2

40．一・150．6

41．・5　152．7

51．一　143．8

24．8　142．5

24．3　145．6
21．一　146．8

23．6・148，0
21．8　146．5
17．3　145．8

156　19．0
157　16．5
158　15．一

159　22，5
160　・　31．0

161
162
163
164
165

54．4
43．9
21．4
19．一

30．一

166　　、　30．一

167　30，一
168　54．一
169、　　47．6

170‘　　73．0

171
172
173
174

¶175

176
177
178
179
180

145．一

283．一

94．一

35．一

42，一

67．一

40．一

49．一

153，一

工9．一

145．4
147．1
145．3

143．6

145．5

一10．4

－11。6

－13．6

－15．3

一17．0

－16．9

－17．2

－15．3

－13．1

高度
補正値
mga1

6．8

7。3

6。2

5．9

9．0

11，0
15。7
19．，1

22．5
23．6

25．2
19．1
14．8
14．6
14．8

一11．0　11．3
－10．4　　8．1

－10。1　　6．5

0．6。1
－11．8　　6。5

地形
補正値
mgal

0．4

0．4

0．3

0．3

0．4

0．6

0．8

0．9

1．3

1』2

1．2

0．9

0．6

0．8

0．9

0．7

0。5

0．4

0，3

0．4

一12，6　　9．0　0．6
－12．2　　11，3　　0．7

－14．1、11．3　0．8
－14．0　　8．3’　0．5

－16．2　10．8　0．6

一16∫O

－17．0

－18．1

－17．8

－11。5

r12．5
－13，2

－13，7

－14，4

－15，0

9．0

9．0

9．3

11．5
5．6

5．5

4．7

5．3

4．9

3．9

一16．4　　 4，・3

－17．8　　　3，7

－18，6　　3．4

－20，2　　5．1

－21．1．　7．0

152．7－22．5
149．7、一24．0

144。2－19．5
143．7－15．9
149．5　－14．8

149．3

150．4

147．0

132．4
126，1

一17。7

－17．5

－18．5

－0．3
1．8

118．2　－2．3
88．8　　・一2．7

131．21－3．6
141．9　－8．7
135，5　　－9．1

132。3

141．7
138．0

122．2
144』3

一8．6

戸9．0

5
－7。5
－12．0

12．2
9．9

4，8

4．3

6．8

6．8

6．8

12．1
10．7
16．4

32．6
63．7
21．1
7．9

9．5

15．1
9．0

11．0
34．4
4、3

0．6

0。6

0．6

0．6

0．3

0．4

0．5

0．3

0．2

0．2

0．2

0。3

－0．3

0．4

0，3

0．7

0．3

0。5

0．2

0．3

0．3

0．3

0．6

0．3

0．5

1．6

1．7

，0、7

0．4

0，6

0．5

0．4

0，8

0．7

0．3

全補正

済値
mga1

127．5
130．3

134．4

138．0
133，4

126．9
128．4

131．7
131．2

131．0

129．3
13119
136．9
135，7

133．4

132，6
130．9

129．8

130．6
、134．8

備考

高度は等高
線による

同上

同上
同上
同上

同上

同上

同上

138．7同上
135．0同上
136．3・同上
140．6

138．0

140，8P同上
143．2同上
144．7’
138．1

136．9

139．0
138．8

139．9

137．2
134．9

133．5
133．3

130．4
128．9

131』7

143．1

135．9
130．0

132．3

141．8

138，7

140．0

141．2
143，1

144．8

150．1

150．5

149．4

141．5

136．5

139．3

142。1

141．3

149．8
136．9

測点
番号

［
1181
1182
i183・
1184
185

186
187
188

1189
1190

191
192
193
194

195、

196
197
198
199
200

201
202
203
204
205

206
207
208
209
200

211
212
213
214
’215

216
217
218
219
220

　　　221
　　P222
　　　223
　　　224
同上　225
同上
同上

同上

同上

226
227
228

－229
230

231
232
233

高度

m
18，一

25，一

31．一

26．，一

23．一

30．2
30，一

37．3
34。一・

64．一

100．一

85．一

65．」

80．一

100，一

56．一

45．一

50．一

’58，一

77．一

98。一

116．一

80．一

71，一

72．9

59．一

80．一

94，、1

80．一

92．8

70．一

79．一

70．一

25．一

28，3

40．一

55，一

182。一

148．一

137，一

55，一

65』一

80．一

65．一

65．一

55．一

65．一

70．一

79．一

75．一

75．一

235．一

110．3

測定礁藷
mgal

145．8

148．3

145，8
141．O
I
1
4
3
． 7
144．7
147．0

145．9
146．9
141．9

128．8
13314
142．9

146．0

138．4

154．9
148．9
155。3

157．2

153．4

mgaI

高度
補正値
mga1

地形
補正値
mga1

一12．6　　4．1　0，4
－14．4　’　5．6　　0．3

－15．3　　　7．0．　0．5

－10．9　　5』9　0．3

－12．7　　6．3　0．4

一14．0

ド13．5

－14．6

－15，6

－19．0

一19．0

－19．7

－20．8

－23．8

－22．1

一21．7

－19，4

－21．1

〒22．9

－24．0

145．4　－24，3

138．9　－27．1

141．1．一26．1

145。0　－25，6

143．3　－25．8

155。7

143．2
145．3
145．2

143．3

148．3
ユ42．3

145．2
143．7

i31．8

126．1

122．2
101．5

141．9

138．8

一23．1

－27．2

－29．3

」26，9

－25．3

一23．5

－24．1

－24．9

－22．2

－8．7

一9．1

－9．2

－9、3
－32．8

－27．9

6，8

6。8

8』4

7．7

14．4

0．5

0．5

0．6

0．5

0．7

22，51．0
19．10，9
14。60．8
18、0、，　1．2

22．51．0
12．6
10．1
11，8
13．7
18．1

23，1
26．1
18．8
16，7
17．2

13，9
18．8
22．2
18．8
21．9

16．5
17．8
16．5
516
6，4

9，0

12．4
40．9
33．、1

30．8
120。9　F、5．9　　12．4

114．8　　　7．3　　14，6

110．3　　　9，7　　18．0

120．5・　　8．6F』14，6

118。1　　　9，7　－14．6

122．1

113．5

113．3
106．2

114．7

111．5
彌100．0

119．4

8．4F　12．4

11．3．14．6
12．5　　15。7

15．0　　17，8

11．7　16．9

13．0
5。3

、2．8

16。9
52．9
24．8

0．6

0．5

0，5

0．8

‘0．7

O．8

1．1

0，8

0．7

0．7

1．2

0．8

2．0

0．9

1，1

0．8

0．8

0．7，

0．2

0．3

0．5

0．8

1．4

1．9

2．6

0．3

0．3

0．3

0．3

0，3

FO．3
0．4

0．4

0．5

0．4

0．4

1．2

0，5－

藷囎備考
mgal

137．7

139．8
138．0
136．3

137．7

138、0

140．8

140．3
139』5

138．0

133．3

134．7

137．5
．142．4

139．8

146．4
149．1

146．5
148，8

148．2

145．0

139．0

134．6

136．8

135．4

147．7

135．6
ユ40．2

138．0
140．0

142，1

136．8

137．5

127，3

129．8

高度は等高
線に．よる

同上

同上
同上
同上・

同上
同上

同上

同上

同上

同．上

同上

126．5同上
126．2’同上
133．5・

144．1

144．3

139』5

137．0同上
138．3同上
144．0同上
142．7、同上

143．2

139．8

141，9

139，5
143．7

’141．8

159，4
147．5

、同上

同上
同上

同上

52Ψ（550）




